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ＰＴＡ (学校 )名 部門No.

活 動 テ ー マ

キ ー ワ ー ド

開 催 日

場 所

時 間

【準備】

【当日の流れ】 9:30~10:00

10:00~10:30

10:30~11:00

映像クイズ AED（２） 受付（２） 三角巾（２） 弁当受け取り

３年委員 役員

映像クイズ AED（２） 受付（２） 三角巾（２） 昼食

３年委員 1年生・3年生

映像クイズ AED（２） 受付（２） 三角巾（２） 起震車 昼食

伏田先生 遊軍で誘導 2年生

映像クイズ AED（２） 受付（２） 三角巾（２） 起震車

伏田先生 遊軍で誘導

14:30~15:00 10/4の連絡

【総括・反省】

会場準備（防災食を運ぶ・映像機材設営・受付設営・資料の準備）

岡崎北高校PTA進路研修委員会主 体 委 員 会 名
・ 講 師 名 等 伏田綾さん（看護師・助産師）、大橋春果さん（看護師）、近藤秀明さん（救急救命士）

高Ｐ連受付番号

趣 旨

活 動 ポ イ ン ト

ＰＴＡ活動紹介

起震車体験・防災クイズ 当事者として何ができるか

参 加 者

愛知県立岡崎北高校 1

どうする北高生〜明日、災害当事者になるかもしれない。そのとき、何ができるか〜

救急救命講習（胸骨圧迫・AED・三角巾）

令和5年9月14日（水）

愛知県立岡崎北高校　西校舎1階（多目的室・２ー１）体育館前ピロティ・広場

午前9時半〜午後3時

PTA役員9名　進路研修委員15名　講師３名　全職員・生徒

・いつ起こるかわからない災害に対して自分が何ができるかを考え、主体的な防災意識を育てる。

AED講習に「まもるまる」という補助具を採用し、高校生や女性でも躊躇なく使えるよう配慮した。

・胸骨圧迫・AED・三角巾など実際に役立つ救急救命講習を受け、いざという時にすぐ行動できるように
する。
・6月の豪雨災害の映像・起震車体験により自分ごととして災害について考え、さらにパネルクイズを通し
て知識を深める。

・学校が避難場所になった場合を想像し、高校生の視点で災害を考える。

身近に起こった災害の記憶を通して、主体的に行動できる意識を持ってもらうよう工夫した。

進路委員AED講習（まもるまる・三角巾講習）

・一つイベントを終え
たらスタンプを押す

・スタンプを集めて校
章が完成したらさらに
景品

起震車・救命講習・講師の手配、豪雨災害の映像作成、校章スタンプとカード作成、備品の購入、
委員の出欠確認及び担当表作成、弁当の手配	

内容は充実しており、生徒はとても真剣に参加してくれたが、校舎改装に伴い、会場が分散して
しまったことがやや残念だった。事前の宣伝、看板やチラシの作成をすればよかったというのは
反省点である。防災の啓発とともに、期限の近づいた防災食を景品として有効利用できるの
で、今後も内容を検討しながら継続していきたい。

・伏田先生到着まで三
年委員（看護師さん）
が三角巾担当

・担当外の委員さんは
自由に校内を参観し
つつ宣伝

12:30～13:30

３年生委員(6)2年生(1)役員(2)

13:30～14:30

１年生委員(4)2年生(1)・役員(6)

全員で片付け

校舎内を宣伝

11:00～11:30

１年生委員(4)・役員(6)

11:30～12:30

2年生委員(4)・役員(4)

１ー2


